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オールラミネート缶を実用化するには，天地板の動摩擦
係数を増大することが必要である。動摩擦係数の増大には
フィルム表面形態の改質，フィルム製造時の滑剤の変更等，
いくつかのアプローチが存在する。今回の場合は，積層時
に缶が接地するのは，天地板の周囲の部分のみであり，フィ
ルム全面の動摩擦係数を増加させる必要はない。そこで，
フィルムには手を加えず，缶加工後に天地板縁周囲に滑り
止め塗装を行う方法（図 5）を採択した。
滑り止め塗料の開発については，ベース樹脂に添加する
滑り止め成分がポイントとなった。動摩擦係数を上昇させる
添加剤


